
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寛文５（１６６５）年に虚空蔵堂に奉納された縦４７㌢×横８２㌢の工芸絵馬で、

紀年銘がはっきりとしている絵馬の中では市内で最も古いものです。作者は不明 

ですが、半肉彫りの魚型に金粉を塗布し貼りつけてあります（写真上）。 

天保１１（１８４０）年に奉納された縦８３㌢×横１７３㌢の絵馬「富士の巻 

狩の図」は２代目徳田研山好展が描いたもので、躍動感にあふれるスケールの大 

きな作品です（写真下）。 
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